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図❼ａ　上顎右側頰側。患者の頭：水平。患者の顔：
少し左。術者のポジション：７時。固定：前歯

図❼ｂ　上顎左側口蓋側。患者の頭：少し下。患者の
顔：少し左。術者のポジション：７時。固定：前歯

図❻ｂ　下顎左側舌側。患者の頭：少し上。患者の顔：
少し左。術者のポジション：９時。固定：前歯

図❻ａ　下顎右側頰側。患者の頭：少し上。患者の顔：
少し左。術者のポジション：９時。固定：前歯

図❿ａ、ｂ　遠心根分岐部口蓋根へのアプローチ

ａ：上顎左側大臼歯遠心根分岐部（HY2L）。患者の頭；
少し下げる。患者の顔；少し左。術者のポジション；
９〜11時

ｂ：上顎右側大臼歯遠心根分岐部（HY2R）。患者の頭；
少し下げる。患者の顔；少し右。術者のポジション；
１時または７時
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